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復興公営住宅

県建築物復旧・
復興技術講習会

一
般
社
団
法
人
に

移
行
後
初
の
企
画

県
民
ら
山
人
が
聴
講

周

当
協
会
は
十
一
月
十
二
日
、
郡
山
市
の
安
積
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
県
建
築
物
復

旧
・
復
興
技
術
講
習
会
を
聞
い
た
。企
業
・
個
人
が
発
電
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
売
電
、

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
テ
l
マ
に
一
般
社
団
法
人
と
な
り
初
め
て
県
民
を
対
象
と
し
て
開

催
し
た
も
の
。復
興
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
『
ネ
ル
ギ
ー
を
施
策
、
業
務

に
生
か
そ
う
と
市
町
村
、
他
業
種
か
ら
の
出
席
を
含
め
百
十
九
人
が
受
講
し
た
。

手庁

県
と
建
築
関
係
団
体
で
構
一
り
組
む
乙
と
が
福
島
か
ろ
始

成
す
る
県
建
築
物
復
旧
・
復
一
ま
る
一
歩
と
な
る
。
電
設
業

興
技
術
連
絡
会
議
と
の
共
催
一
の
一
歩
を
県
民
に
示
そ
う
」

に
よ
り
開
催
し
た
。技
術
・
安
一
と
あ
い
さ
っ
し
た
。

全
委
員
会
担
当
の
八
巻
正
隆
一
連
絡
会
議
事
務
局
の
山
本

副
会
長
が
「
復
興
事
業
が
本
一
洋
一
県
営
繕
課
長
は
「
新
エ

格
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
二
ネ
ル
ギ
l
の
推
進
は
、
県
復

先
進
の
技
術
に
積
極
的
に
取
一
興
計
画
の
理
念
で
あ
る
原
子
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一
復
興
公
営
住
宅
の
具
体
的
な

一
供
給
戸
数
の
早
急
な
提
示
を

一
求
め
て
い
る
が
、
原
発
事
故

一
に
よ
る
避
難
が
継
続
中
で

一
あ
り
、
賠
償
問
題
も
決
着
し

一
な
い
た
め
、
明
確
な
数
字
は

務
所
協
会
、
県
建
設
業
協
会
¥
一
出
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い

県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
一
る
。

の
代
表
者
が
参
加
。当
協
会
一
た
だ
、
年
度
末
に
も
ま
と

か
ら
は
松
崎
勉
会
長
、
坂
本
一
ま
る
住
民
意
向
調
査
の
結
果

幹
夫
、
八
巻
正
隆
両
副
会
長
、

一
で
、
あ
る
程
度
の
方
向
は
見

大
内
厚
専
務
理
事
が
出
席
し
一
え
て
く
る
見
通
し
。現
在
は
、

た
。渡
辺
宏
喜
県
土
木
部
長
一
市
町
村
代
行
分
、
県
営
合
め

が
「
労
働
力
や
資
材
確
保
が
一
て
五
年
間
で
五
千
戸
程
度
を

大
き
な
課
題
。情
報
を
共
有
一
供
給
す
る
方
針
で
、
う
ち
五

し
課
題
解
決
に
当
た
る
一
環
一
百
戸
を
県
営
で
建
設
す
る
乙

と
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
一
と
を
決
定
。
基
本
計
画
、
用
地

た
。

一
確
保
、
建
築
設
計
に
早
期
に

業
界
側
は
宮
城
、
岩
手
両
一
入
る
。

県
の
整
備
方
針
の
よ
う
に
、
ま
た
技
術
者
、
作
業
員
不

電

情
報
共
有
し
課
題
解
決

を
中
心
に
市
場
動
向
、
主
な
一
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
③
ラ
イ
フ
ス

補
助
金
制
度
、
シ
ス
テ
ム
の
一
タ
イ
ル
(
短
寿
命
交
換
部
品
、

概
要
を
説
明
し
た
後
、
蓄
電
一
蓄
電
池
劣
化
更
新
な
ど
)
④

池
付
設
備
に
つ
い
て
防
災
一
直
流
電
源
装
置
に
か
か
わ
る

型
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
型
、
ス
一
注
意
点
⑤
蓄
電
池
分
野
・
新

タ
ン
ド
ア
ロ
ン
型
の
特
長
¥
一
製
品
動
向
な
ど
ー
を
説
明
し

具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
を
紹
一
た
。

介
。
メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
一
マ
ス
タ
ー
制
度
は
、
協
会

一
プ
の
樋
口
和
行
氏
が
企
業
・
一
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。
一
固
定
買
取
制
度
の
留
意
点
な
一
独
自
の
C
P
D教
育
制
度
と

一
個
人
で
発
電
す
る
新
エ
ネ
ル
一
樋
口
氏
は
、
太
陽
光
発
電
一
ど
を
説
明
し
た
。

一
し
て
二
十
二
年
度
に
導
入

一ギ
l
の
発
電
・
蓄
電
シ
ス
テ
一
-
三

f
z
rま
S
A

一
し
、
専
門
知
識
が
必
要
と
な

一ム
に
つ
い
て
説
明
し
た
o

一

叩

今

年

度

講

座

が

ス

タ

ー

ト

一

る

現

場

の

状

況

を

正

確

に

把

一

皆

川

氏

は

、

再

生

可

能

エ

一

タ

一

握

し

適

切

な

対

策

を

立

案

、

一
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
発
電
者
一

η

無
停
電
電
源
措
置
な
ど
研
修
一
実
行
、
監
理
指
導
で
き
る
能

一
が
発
電
し
た
電
気
を
一
定
の
一
講
習
会
に
先
立
ち
、
当
協
一

s
t
e
r
(マ
ス
タ
ー
)
制
一
力
を
備
え
た
人
材
を
養
成
し

一
期
間
・
価
格
で
買
い
取
る
乙
一
会
は
同
セ
ン
タ
ー
で
「
M
a
一
度
」
の
今
年
度
第
一
回
勉
強
一
て
い
る
。

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

一

と

を

義

務

付

け

、

七

月

一

日

一

会

H
写
真

H
を
開
き
、
無
停
一
今
年
度
は
会
員
の
要
望
を

講

習

会

で

は

東

北

電

力

郡

一

に

ス

タ

ー

ト

し

た

固

定

価

格

一

電

電

源

装

置

(
U
P
S
)、
c
一踏
ま
え
テ
l
マ
を
設
定
。
二

一
山
営
業
所
お
客
さ
ま
セ
ン
一
買
取
制
度
や
、
東
北
電
力
を
一

V
C
F
(
定
電
圧
定
周
波
数
一
十
五
年
四
月
ま
で
に
四
講
座

一タ
l
お
客
様
グ
ル
ー
プ
の
皆
一
例
に
電
力
会
社
に
売
電
す
る
一
装
置
・
交
流
電
力
)
に
つ
い
て
一
を
開
催
す
る
。受
講
資
格
を

一

川

裕

紀

氏

、

同

セ

ン

タ

ー

営

一

場

合

の

手

続

き

の

流

れ

、

留

一

研

修

し

た

。

一
間
わ
ず
講
座
ご
と
に
参
加
者

一
業
グ
ル
ー
プ
の
高
梨
博
明
氏
一
意
点
な
ど
を
解
説
し
た
。

一

勉

強

会

に

は

、

会

員

企

業

一

を

募

る

。会
員
外
の
参
加
も

力
に
依
存
し
な
い
安
全
・
安
一
が
企
業
・
個
人
で
発
電
す
る
一
質
疑
応
答
で
は
行
政
担
当
一
の
技
術
系
職
員
ら
約
六
十
人
一
可
能
。
次
回
勉
強
会
は
二
十

心
で
持
続
的
に
発
展
可
能
な
一
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
概
要
に
つ
一
者
か
ら
費
用
負
担
、
電
力
購
一
が
出
席
。
柳
田
佳
麗
古
河
電
一
五
年
一
月
十
九
日
、
郡
山
市

社
会
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。
一い
て
、
三
菱
電
機
住
環
境
シ
一
入
に
関
す
る
具
体
的
な
説
明
一
池
東
北
支
自
営
業
技
術
部
長

一
の
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
で

(
講
習
を
)
参
考
と
し
て
次
世
一
ス
テ
ム
ズ
太
陽
光
発
電
シ
ス
一
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
再
生
が
①
整
流
器
・
蓄
電
池
の
基

一開
く
。
テ
l
マ
は
「
自
動
制
御

代
の
建
築
物
整
備
を
進
め
て
7
ア
ム
技
術
課
東
日
本
グ
ル
l
一
エ
「
ネ
ル
ギ
l
活

用

へ

の

関

心

礎

知

識

②

設

置

施

工

、

保

守

・

一と
継
電
器
(
リ
レ
!
と
。

第 172号

県
と
関
係
団
体
が
意
見
交
換

本
格
化
す
る
復
興
公
営
住

宅
建
設
を
前
に
、
県
と
設
計
、

( 1 ) 

施
工
団
体
が
一
堂
に
会
し
諸

課
題
な
ど
情
報
共
有
化
を
図

る
会
合
H
写
真
H
が
十
一
月

八
日
、
福
島
市
の
杉
妻
会
館

で
開
か
れ
、
技
術
者
・
作
業
員

等
不
足
、
復
興
公
営
住
宅
の

品
質
確
保
な
ど
に
つ
い
て
設

計
、
施
工
の
各
部
会
に
分
か

れ
話
し
合
っ
た
。

県
側
は
県
建
築
総
室
、
建

設
産
業
室
、
団
体
側
は
当
協

会
、
県
建
築
士
会
、
県
建
築
士

事
務
所
協
会
、
県
建
築
設
計

協
同
組
合
、
県
設
備
設
計
事

足
を
背
景
に
設
計
、
施
工
両

一給
速
度
の
み
を
重
視
す
る
こ

者
か
ら
「
標
準
化
」
採
用
を
促

一
と
で
「
均
一
な
住
宅
」
の
量
産

す
声
が
出
さ
れ
た
。
特
に
、
一
に
つ
な
が
る
懸
念
も
示
さ
れ

い
わ
き
は
ひ
っ
迫
の
度
合
い
一
た
。

が
強
く
、
大
工
を
は
じ
め
専
一
こ
の
ほ
か
現
在
二
般
か

門
工
事
業
者
は
既
に
そ
ろ
え
一
色
の
相
談
に
対
し
「
ト
ラ
ブ

ら
れ
な
い
状
況
。技
術
者
の
一
ル
・苦
情
」
「
融
資
」
「
仮
設
・
民

奪
い
合
い
も
始
ま
り
、
工
事
一
間
賃
貸
」
な
ど
各
専
門
窓
口

遅
延
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
一
が
対
応
は
し
て
い
る
も
の

県
営
住
宅
は
現
在
、
さ
ま
一
の
、
「
Q
&
A
」
を
各
窓
口
に

ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
乙
一
配
布
し
ど
こ
で
も
一
定
の
応

れ
を
そ
の
ま
ま
復
興
公
営
住
一
答
が
可
能
に
す
る
こ
と
も
提

宅
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
困
一
案
さ
れ
た
と
い
う
。

難
。
標
準
化
を
採
用
す
る
こ
一
県
側
か
ろ
県
有
建
築
物
・

と
で
パ
タ
ー
ン
化
、
パ
ッ
一
土
地
の
災
害
復
旧
状
況
、
県

ケ
l
ジ
化
に
よ
り
迅
速
・
円
一
と
建
築
住
宅
関
係
団
体
の
連

滑
な
供
給
を
可
能
に
す
る
。
一
携
に
よ
る
復
興
支
援
施
策
な

ま
た
、

R
C
造
ば
か
り
で
は
一
ど
が
一
示
さ
れ
た
。

な
く
、
木
造
や
P
C
版
の
採
一
会
合
は
年
度
内
に
再
度
、

用
も
提
案
さ
れ
た
。た
だ
、
供
一
聞
く
予
定
。
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一
書
第
十
号
様
式
「
工
事
打
ち
一
ニ
ケ
l
シ
ョ
ン
を
よ
く
取
一
内
容
に
相
違
が
あ
り
、
電
気
一
が
あ
っ
た
。詳
細
な
調
査
を
一
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
考

一
合
わ
せ
簿
」
の
チ
ェ

ッ
ク
項
一
り
、
現
場
の
状
態
を
把
握
し
一
以
外
の
図
面
に
別
途
電
気
工
一
行
っ
て
設
計
図
を
作
成
し
た
一
え
て
減
額
に
な
る
方
向
の
提

一
目
で
、
提
出
と
届
出
の
違
い
一
な
が
ろ
必
要
に
応
じ
て
連
絡
一
事
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
一
が
、
作
業
量
が
減
り
減
額
と
一
案
を
し
た
場
合
、
作
業
量
や

〈
〉

Q
H
協
会
の
質
問
・
意
見
一
を
証
明
で
き
る
方
が
良
く
な
一
を
参
考
ま
で
に
例
を
挙
げ
て
一
し
た
い
と
思
う
が
¥
緊
急
の
一
電
気
図
面
に
記
載
さ
れ
て
い
一
な

っ
た
。結
果
減
額
で
は
あ
一
資
材
が
減
る
こ
と
に
よ
り
減

日
一
.
A
H
県
の
回
答
一
る
。
少
な
い
書
類
で
い
か
に
一
教
え
て
ほ
し
い
一
場
合
は
監
督
員
の
上
司
や
課
一
な
い
こ
と
が
あ
る
。結
果
、
電

一る
が
、
調
査
費
や
設
計
図
作
一
額
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
に

ω一
一
工
事
書
類
簡
素
化
関
係
一
一
良
い
品
質
を
証
明
す
る
か
一
@
A
5
H
「
提
出
」
と
は
共
一
内
の
職
員
と
協
議
す
る
よ
う
一
気
設
備
に
変
更
が
発
生
し
て
一
成
経
費
を
あ
る
程
度
考
慮
で
一
費
や
し
た
調
査
や
資
料
作
成

日一

O
Q
1
H
特
記
仕
様
書
内
一
が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
部
分
と
考
え
一
通
仕
様
書
に
定
義
、が

あ
る
よ
一
適
宜
判
断
し
て
ほ
し
い
一
し
ま
う
。ま
た
、
建
築
図
で
も
一
き
な
い
か
一
経
費
等
を
加
味
し
た
減
額
の

汁
一
の
完
成
図
に
お
い
て
C
A
D
一

て

い

る

一

う

「

受

注

者

が

監

督

員

に

対

一

O
Q
7
H
震
災
復
旧
工
事
一
設
備
が
収
ま
ち
な
い
な
ど
各
一
@
A
n
H
精
度
の
高
い
設
一
設
定
は
可
能
か

μ
一デ
l
夕
、
製
本
図
を
提
出
す
一

O
Q
3
H
営
繕
工
事
と
土
一
し
、
工
事
に
か
か
わ
る
書
面
一
に
伴
い
、
建
築
工
事
の
遅
れ
一
工
種
で
設
計
図
の
調
整
を
お
一
計
図
書
と
な
る
よ
う
調
査
、
一

O
Q
M
U
l
2
H
変
更
に
よ

い
と
る
の
で
、
原
図
提
出
は
必
要
一
木
工
事
の
書
式
の
統
一
を
一
ま
た
は
そ
の
他
の
資
料
を
説
一
に
よ
り
電
気
・
設
備
工
事
の
一
願
い
し
た
い
一
審
査
を
し
て
い
く
。既
存
の
一
り
請
負
金
額
が
大
き
く
減
つ

平
一
な
い
の
で
は
。
可
能
で
あ
れ
一
図
っ
て
い
る
が
、
工
事
報
告
一
明
し
差
し
出
す
乙
と
」
を
言
一
工
期
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
一
@
A
9
H
今
後
も
発
注
前
一
図
面
も
な
く
、
目
視
で
き
な
一
て
し
ま
っ
た
り
、
変
更
契
約

一
ば
項
目
を
除
い
て
ほ
し
い
一
書
と
履
行
報
告
書
の
よ
う
に
一
う
。
「
届
出
」
は
共
通
仕
様
書
一
監
督
員
は
建
築
の
工
程
も
気

一に
各
工
種
で
よ
く
調
整
を
取
一
い
個
所
も
あ
る
た
め
、
想
定
一
の
書
類
が
大
変
な
た
め
、
「
設

一
@
A
1
H
原
図
に
つ
い
て
一
統
一
さ
れ
て
い
な
い
書
式
も
一
上
定
義
さ
れ
て
い
な
い
が
二
に
し
て
管
理
し
て
ほ
し
い
一
り
、
精
度
の
高
い
設
計
、
積
算
一
を
図
示
す
る
場
合
も
あ
る
一
計
通
り
施
工
す
る
か
」
と
い

一
標
準
仕
様
書
で
は
「
ト
レ

1
一
あ
る
。現
時
点
で
統
一
し
て
一
行
政
手
続
法
に
よ
り
「
行
政
一
@
A
7
H
電
気
設
備
工
事
一
と
し
た
い
一
が
、
そ
う
い

っ
た
想
定
個
所
一
う
意
識
が
出
て
し
ま
う
。提

一
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
に
C
A
D
一
い
な
い
書
式
を
教
え
て
ほ
し
一
庁
に
対
し
一
定
の
事
項
の
一
を
含
め
建
築
全
体
で
工
期
を
一

O
Q
叩

H
現
場
に
よ
っ
て
一
は
図
面
に
表
記
す
る
な
ど
二
案
す
る
側
の
評
価
点
以
外
の

一
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
出
力
一
い
。
ま
た
、
そ
れ
ち
の
書
式
一
通
知
を
(申
請
に
該
当
す
る
一
統

一
し
て
い
る
た
め
、
設
備
一
設
計
図
の
地
中
埋
設
配
管
が
一
事
前
に
伝
達
し
て
い
き
た
一
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か

一
す
る
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
を
統
一
す
る
予
定
は
あ
る
の
一
も
の
を
除
き
)す
る
行
為
で
一
の
監
督
員
も
全
体
工
程
に
か
一

F
E
P
管
で
あ

っ
た
り
、

p
一い
。変
更
設
計
に
お
け
る
図
一
・
A
旧
日

A
H
と
同
様
に

一
工
事
の
規
模
や
内
容
を
考
慮
一か
一
あ
っ
て
、
法
令
に
よ
り
直
接
一
か
わ
る
部
分
に
つ
い
て
は
指
一

E
管
で
あ
っ
た
り
と
異
な
る
一
面
作
成
は
、
監
督
員
(
発
注
者
一
通
常
の
工
事
で
見
込
む
こ
と

明

τ、
む
や
み
に
適
用
し
な
い
一
@
A
3
H
共
通
仕
様
書
資
一
に
当
該
通
知
を
義
務
付
け
ろ
一
摘
、
監
督
を
し
て
い
く
。工
事
京
、
設
計
時
の
選
定
基
準
を
一
側
)
の
業
務
と
な
る
た
め
、
通
一
は
で
き
な
い
。契
約
後
V
E

.
一
ょ
う
、
適
正
に
判
断
し
て
い
一
料
編
の
提
出
書
類
一
覧
表
に
一
れ
て
い
る
も
の
、
自
己
の
期
一
工
程
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
い
場
一
教
え
て
ほ
し
い
。施
工
方
法
一
常
工
事
で
は
費
用
を
見
込
め
一
対
象
工
事
に
な
っ
て
い
る
場

一
き
た
い
(
製
本
図
や
C
A
D
一
あ
る
「
様
式
番
号
三
十
二
|
一
待
す
る

一
定
の
法
律
上
の
効
一
合
な
ど
は
、
早
め
に
監
督
員
一
の
統

一
が
必
要
で
は
一
な
い
。
調
査
費
は
見
込
め
る
一
合
は
可
能
と
考
え
る
が
、
福

'r一デ
i
タ
は
貸
し
出
し
等
に
よ
一
十
一

i
三
十
二
l
十
五
」
が
一
果
を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
は
一
に
伝
達
し
て
ほ
し
い
一
・
A
叩

H
地
中
埋
設
配
管
一
ケ

I
ス
が
あ
る
と
思
う
。
震
一
島
県
で
は
ま
だ
事
例
が
な

事
一
り
紛
失
の
可
能
性
が
あ
る
一

t
1
4
1
JH川珂
H
i
a
-
-
1
1
f
i
t
-
-司
4

一
災
に
よ
り
既
存
機
器
の
状
況
一
い
。評
価
以
外
の
メ
リ
ッ
ト

一
自
居
残
っ
て
い
る
場

関

寵

書

繕

担

畠

職

一

一

号

書

簡

瞬

醒

躍

殴

璽

護

士

や
配
管
等
の
健
全
性
の
調
査
一
は
良
い
物
を
提
案
し
形
に
し

一
合
が
多
く
、
再
製
本
等
に
役

一

g
S
E
E
M
M
h昨
山

L
E
-R
1
F
E
-
-
-
R
U
E
E
R
R
E
掴・・劃
'
F
K
リ
3
・・E
E
二
費
を
見
込
ん
だ
工
事
も
あ
一
た
経
験
と
実
績
が
あ
る
。提

冗
兵
一
寸
一
つ
。
電
子
化
と
紙
に
よ
る
一
建
築
工
事
特
有
の
様
式
。
備
一
当
該
通
知
を
す
べ
き
こ
と
と
一

O
Q
8
H
残
土
・
産
廃
処
一
は
、
敷
設
に
は
F
E
P管
、
守
一
り
、
工
事
で
の
調
査
費
採
用
一
案
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
等
を

-i
一
保
存
で
知
的
財
産
を
残
し
て
一
考
に
「
建
築
工
事
独
自
様
式
こ
さ
れ
て
い
る
も
の
」
を
言
う
。
一
分
で
現
場
か
ら
搬
出
す
る
物
一
ち
上
が
り
に
は
G
管
(
亜
鉛
一
事
例
を
集
め
、
採
用
し
や
す
一
よ
り
適
正
に
評
価
し
て
い
く

一
い
き
た
い
)
一
の
記
載
が
あ
る
の
で
参
考
と
一
法
令
上
、
発
注
者
が
届
出
先
一
品
に
つ
い
て
、
放
射
能
の
影
一
メ
ッ
キ
か
塗
装
)を
標
準
と
一
い
環
境
を
つ
く
り
た
い
一
一
入
札
関
係
}

:
一

O
Q
2
H
竣
工
写
真
は
部
一
し
て
ほ
し
い
。
現
時
点
で
統
一
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
こ
の
一
響
で
受
け
入
れ
を
断
ら
れ
た
一
考
え
て
い
る
。距
離
が
短
い
一
一
工
事
監
理
・
積
算
関
係
一
一

O
Q
日
H
小
規
模
工
事
の

建
一
材
ご
と
に
撮
影
し
な
く
て
も
三
す
る
予
定
は
な
い
が
、
業
一
チ
ェ

ッ
ク
欄
を
使
用
し
て
書
一
こ
と
が
あ
る
。今
後
、
断
ら
れ
一
場
合
や
埋
設
を
深
く
で
き
な
一

O
Q
7
土
木
工
事
の
掘
一
入
札
不
調
が
続
い
て
い
る
の

一
よ
い
な
ど
、
工
事
写
真
に
お
一
界
側
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
一
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
一
た
場
合
、
現
場
場
内
保
管
と
一
い
場
合
は
、
こ
れ
に
よ
ろ
ず
一
削
埋
め
戻
し
、
ア
ス
フ
ァ
ル
一
は
、
書
類
に
対
し
て
金
額
負

一
い
て
も
施
工
計
画
書
で
指
定
一
検
討
し
た
い
一
が
二
般
的
に
届
出
書
は
そ
一
思
わ
れ
る
が
、
方
針
な
ど
明
一
材
料
を
選
定
し
た
い
。
P
E
一
ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
積
算
一
け
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

一
個
所
の
み
で
承
認
さ
れ
て
い
一

O
Q
4
H
確
認
す
る
こ
と
一
の
法
令
に
よ
り
指
定
様
式
に
一
確
な
基
準
が
あ
れ
ば
教
え
て
一
管
は
、
外
部
被
覆
の
損
傷
や
一
単
価
が
規
模
を
問
わ
ず
同
二
か
。
大
小
間
わ
ず
同
じ
書
類

一
た
が
、
細
か
く
写
真
を
撮
三
で
足
り
る
書
類
は
提
示
と
一
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
一
ほ
し
い
。各
市
町
村
へ
の
周
一
内
部
へ
の
水
の
侵
入
に
よ
り
一
の
た
め
、
街
路
灯
や
信
号
機
一
で
は
な
く
、
緩
和
す
る
な
ど
¥

一
た
方
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一
し
、
提
出
不
要
と
な

っ
て
い
一
で
、
作
成
書
類
は
監
督
員
と
一
知
と
同
一
見
解
を
事
前
に
伝
一
腐
食
が
著
し
く
進
む
こ
と
か
一
等
設
置
場
所
が
点
々
と
し
て
一
よ
り
最
低
限
の
書
類
に
し
て

一
検
査
員
と
監
督
員
が
共
通
の
一
る
が
、
提
出
を
求
め
ら
れ
る
。
一
協
議
の
上
、
適
切
に
処
理
し
一
達
し
て
ほ
し
い
一
色
、
長
期
間
に
わ
た
る
耐
久
一
い
る
場
合
二
カ
所
当
た
り
一
は
ど
う
か

一
認
識
で
検
査
し
て
ほ
し
い
。
一
全
員
に
周
知
し
て
ほ
し
い
一
て
ほ
し
い
一
・
A
8
H
現
時
点
で
は
廃
一
性
を
考
慮
し
現
在
は
あ
ま
り
一
の
採
算
が
合
わ
な
い
。
単
価
一
@
A
凶

H
提
出
書
類

一
書
類
も
簡
素
化
が
進
め
ら
れ
一
(
例
と
し
て
コ
リ
ン
ズ
登
録
一
{
現
場
関
係
}
一
棄
物
八
千
ベ
ク
レ
ル
/
J
M
-フ
一
使
用
し
て
い
な
い

一の
見
直
し
を
検
討
し
て
ほ
し
一
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
「
必
」
に

一
て
い
る
が
、
多
い
方
が
評
価
一
の
書
類
)
一

O
Q
6
H
監
督
員
へ
連
絡
一
以
下
の
場
合
は
、
通
常
の
廃
一

。
Q
什

1

1

H

震

災

復

旧

一

い

一

つ

い

て

は

、

工

事

規

模

に

よ

一
は
良
い
。
実
質
書
類
の
簡
素
一
@
A
4
H
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
一
事
項
等
が
あ
る
場
合
、
担
当
一
棄
物
と
同
様
に
、
適
正
に
処
一
工
事
に
伴
い
改
修
工
事
も
多
一
@
A
M
M
H
見
積
も
り
を
施
一
ら
ず
最
低
限
必
要
な
書
類

号
一
化
に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
一
ト
に
基
づ
き
、
必
要
以
上
に
一
者
が
不
在
の
た
め
結
論
が
出
一
理
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
一
く
な
っ
て
い
る
が
、
設
計
図
一
工
業
者
か
ろ
取
る
よ
う
に
一
と
な
っ
て
い
る
。提
出
書
類

2
一
な
い
か
一
提
出
を
求
め
な
い
よ
う
に
周
一
な
い
こ
と
が
あ
る
。監
督
員
一
る
。
建
設
発
生
土
の
取
り
扱
一
と
現
場
の
相
違
が
多
く
、
変
一
な
っ
た
乙
と
も
あ
り
、
見
積
一
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
出
来
て

2
・
A
2
H
竣
工
検
査
を
通
一
知
す
る
。
求
め
ち
れ
た
場
合
一
の
休
日
が
分
か
れ
ば
事
前
に
一
い
は
基
準
が
な
い
。建
設
副
一
更
個
所
が
多
く
発
生
し
て
い
一
も
り
を
取
っ
て
施
工
規
模
に
一
間
も
な
い
の
で
、
さ
ら
な
る

第
一
る
ラ
イ
ン
と
し
て
検
査
員
、
一
は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

一教
え
て
ほ
し
い
一
産
物
の
取
り
扱
い
は
現
在
国
一
る
。現
場
調
査
・
設
計
を
入
念
一
合
わ
せ
た
単
価
を
採
用
す
る
一
見
直
し
が
で
き
な
い
か
話
し

一
監
督
員
共
通
の
認
識
な
の
で
一
よ
っ
て
提
示
で
済
む
こ
と
を
一
@
A
6
H
打
ち
合
わ
せ
事
一
と
調
整
中
一
に
し
て
も
ら
い
た
い
一
よ
う
に
し
て
い
く
一
合
っ
て
い
き
た
い
。金
額
的

一
理
解
し
て
ほ
し
い
。
評
価
は
一
説
明
し
て
ほ
し
い
一
項
等
は
早
め
に
連
絡
し
日
程
一
一
施
工
・
設
計
図
関
係
一
一

O
Q
什

|
2
H
設
計
図
一

O
Q
悶
1
1
H
工
事
施
工
一
な
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
、

一
工
事
目
的
物
、
施
工
体
制
な
一
工
事
書
類
一
一
調
整
を
し
て
ほ
し
い
。監
督
一

O
Q
9
H
設
計
図
に
お
い
一
と
現
場
の
相
違
が
多
く
、
設
一
に
当
た
り
協
議
す
る
上
で
、
一
適
正
な
積
算
を
し
て
い
き
た

一
ど
優
秀
な
工
事
で
あ
る
こ
と

〈〉
Q
5
H
土
木
共
通
仕
様
一
員
の
休
日
予
定
は
、
コ
ミ
ュ
一
て
建
築
・
電
気
・
機
械
の
設
計
一
計
図
を
作
成
す
る
ケ

l
ス
一
後
々
の
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
一
い

( 2 ) 

電気設備機器と住宅設備機器のコーデ「ィネーター
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泊
費
や
旅
費
、
食
費
な
ど
で

単
価
を
大
幅
に
上
回
る
経
費

が
必
要
」
「
ま
ず
は
元
請
側
に

適
正
な
価
格
で
受
注
し
て
も

ら
わ
な
い
と
、
わ
れ
わ
れ
の

単
価
も
上
が
ち
な
い
」
「
発
注

た

上

で

「

お

互

い

紳

士

的

な

一

者

側

も

対

策

に

手

詰

ま

り

感

協

定

だ

っ

た

」

と

の

認

識

で

一

が

あ

り

、

提

案

型

の

要

望

を

一

致

。

当

面

は

現

行

通

り

継

一

求

め

て

い

る

」

な

ど

厳

し

い

続

し

、

特

殊

な

事

情

が

あ

る

一

現

状

報

告

や

要

望

・

提

案

が

場

合

に

は

現

場

サ

イ

ド

で

協

一

出

さ

れ

、

改

善

策

に

つ

い

て

議
す
る
と
い
う
意
見
に
対
し
一
応
援
を
求
め
た
と
し
て
も
宿
一
意
見
交
換
し
た
。

て
異
論
は
出
な
か
っ
た
。
一
ノ

R
A
Z
A
l
-
-
t
v
A
A
A
A
'
Z
A
e
-
-

一
ン
と
語
障

H
U品
川
サ
在

un
佳
作
戸
怯
巴
-
〕
出
均
昼
時

乙
の
ほ
か
各
団
体
か
ら
一

P

一刀

En白川・
3
A
a
H月
副
引
リ

n
t
v
H旬
日
白
河

は
、
職
人
不
足
や
労
務
費
問
一
ン
ツ

題
に
つ
い
て
「
技
能
者
の
人
一
イ
シ
日
電
協
山
口
会
長
と
意
見
交
わ
す

数
は
限
ら
れ
て
お
り
、
対
応
一
今
年
五
月
に
第
九
代
会
長
一
事
の
設
計
労
務
単
価
を
挙

に
限
界
が
あ
る
。
他
県
か
ら
一
に
就
任
し
た
日
本
電
設
工
業
一
げ
、
国
等
に
改
善
を
働
き
か

I

l

l

i

-

-

-

-

l

一
協
会
の
山
口
学
会
長
ど
東
北
一
け
る
よ
う
要
請
。
本
部
は
設

を
考
え
る
『
創
意
工
夫
』
が
大
一
支
部
と
の
意
見
交
換
会
が
十
一
計
労
務
単
価
の
あ
り
方
に
関

切
」
な
ど
話
し
た
。
一
一
月
九
日
、
仙
台
市
で
開
か
一
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

意
見
交
換
で
は
、
業
界
側
一
れ
、
技
能
者
の
後
継
問
題
や
一
等
を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、

か
ら
平
時
と
緊
急
時
の
連
絡
一
雇
用
対
策
、
東
北
地
方
整
備
一
学
校
と
の
懇
談
会
費
用
の
助

体
制
の
確
立
や
電
子
媒
体
の
一
局
と
の
災
害
協
定
な
ど
を
話
一
成
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推

活
用
、
ス
ム
ー
ズ
な
設
計
変
一
し
合
っ
た
。
当
協
会
か
ら
松
一
進
助
成
金
制
度
な
ど
の
支
援

更
へ
の
対
応
、
新
技
術
お
よ
一
崎
勉
会
長
が
出
席
し
た
。
一
措
置
で
、
若
手
技
能
者
の
入

び
新
工
法
の
積
極
的
な
採
用
一
支
部
側
が
若
年
層
を
中
心
一
職
等
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

と
除
雪
対
策
費
の
計
上
な
ど
一
と
す
る
深
刻
な
技
能
者
不
足
一
考
え
を
示
し
た
。

が
要
望
さ
れ
た
。
の
原
因
に
低
過
ぎ
る
公
共
工

一

ま
た
、
東
北
支
部
が
締
結

技
術
者
確
保
な
ど
急
務

建産連

元
・
下
関
係
適
正
化
ヘ
懇
談
会

口
u

ハUU
U

一
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
一
意
見
を
交
わ
し
た
。
当
協
会

ロ
一
(
会
長
川
小
野
利
慶
県
建
設
一
か
ら
松
崎
勉
会
長
、
坂
本
幹

年
一
業
協
会
長
)
は
十
一
月
二
十
一
夫
副
会
長
が
出
席
し
た
。

μ
て
一
目
、
福
島
市
の
県
建
設
セ
一
前
回
会
合
で
検
討
課
題
と

成
一
ン
タ
l
で
第
二
回
「
適
正
な
一
し
て
上
が
っ
た
分
離
発
注
工

王
一
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
一
事
の
現
場
共
益
費
に
関
し
て

一
に
向
け
て
の
懇
談
会
」
H
写
一
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
県
建

一真
H
を
開
き
、
現
場
共
益
費
一
設
業
協
会
と
当
協
会
、
県
管

一
や
技
能
者
の
確
保
対
策
、
適
一
工
事
協
同
組
合
連
合
会
の
三

一
正
単
価
・
適
正
工
期
で
の
受
一
団
体
で
締
結
し
た
協
定
の
内

一
注
な
ど
に
つ
い
て
、
元
請
・
専
一
容
を
検
証
し
、
こ
れ
ま
で
の

門
工
事
業
団
体
の
代
表
者
が
一
歴
史
的
経
過
な
ど
を
踏
ま
え

周寿命

会津支部

品
質
向
上

ヘ
課
題
協
議

若
松
・
喜
多

方
・
南
会
津

県
担
当
者
ら
と
意
見
交
換

宅全'T'L

ã~ζ 

一
ど
に
つ
な
げ
よ
う
と
開
い

一た
。
県
側
か
ら
設
備
担
当
者

講
一
六
人
、
業
界
側
か
ら
会
員
各

1

一
社
の
代
表
、
業
務
関
係
の
責

一
任
者
な
ど
十
九
人
が
出
席
し

周
一た

蝿
一

初
め
に
佐
藤
僑
一
当
協
会

圃
一
会
津
支
部
長
が
「
現
場
で
の

回
一
作
業
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に

周
一
進
め
て
い
く
か
を
観
点
に
意

当
協
会
会
津
支
部
と
県
空
一
見
を
交
換
し
た
い
」
と
あ
い

調
衛
生
工
事
業
協
会
会
津
支
一
さ
つ
、
当
協
会
の
大
内
厚
専

部
は
十
月
十
七
日
、
会
津
若
一
務
理
事
が
「
県
と
業
界
の
技

松
市
の
全
会
津
電
気
工
事
協
一
術
力
に
関
す
る
問
題
点
」
と

同
組
合
会
館
で
会
津
若
松
・
一
題
し
て
基
調
講
演
し
た
。

喜
多
方
・
南
会
津
の
三
建
設
一
大
内
専
務
は
、
現
場
代
理

事
務
所
と
会
津
大
学
の
営
繕
一人
と
監
督
員
に
必
要
な
能
力

ト
-
担
当
監
督
職
員
と
の
意
見
交
一
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

2
一
換
会
を
開
い
た
H
写
真
。
一
力
、
課
題
に
若
手
技
術
・
技
能

竹
一
発
注
者
ど
受
注
者
が
そ
れ
一
者
の
減
少
を
挙
げ
、
「
経
営
者

第
一
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
課
題
や
問
一
や
管
理
者
は
総
合
的
な
視
野

一
題
点
を
提
起
し
意
見
を
交
換
一
で
技
術
力
向
上
の
方
策
を
考

一
す
る
こ
と
で
、
公
共
施
設
の
一
え
る
『
総
意
工
夫
宍
技
術
者

幻
一
施
工
品
質
の
向
上
や
安
全
管
一
は
現
場
と
真
剣
に
向
き
合
い

一
理
、
建
設
行
政
の
円
滑
化
な
一
よ
り
良
い
も
の
を
造
る
こ
と

電

の
企
業
・
団
体
が
出
展
し
新

技
術
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
各

一
種
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た
。

一
菊
池
電
設
工
業
は
太
陽

八
日
、
郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ

一
光
、
風
力
、
水
力
、
バ
イ
オ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
開
か
れ
一
デ
ィ
ー
ゼ
ル
な
ど
に
よ
り
発

た
。
協
会
員
の
菊
池
電
設
工
一
電
し
、
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
¥

業
(
福
島
支
部
、
菊
池
吉
浩
社
一
デ
マ
ン
ド
監
視
シ
ス
テ
ム
と

長
)
が
出
展
し
、
再
生
可
能
エ
一
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
停
電

ネ
ル
ギ
i
を
利
用
し
て
非
常
一
時
等
の
電
源
確
保
、
平
時
に

時
の
電
源
確
保
等
を
図
る
シ
一
お
け
る
施
設
の
省
エ
ネ
ル

ス
テ
ム
を
P
Rし
た

。

一

ギ

l
化
を
可
能
と
す
る
シ
ス

フ
ェ
ア
は
、
復
興
に
向
け
一
テ
ム
を
開
発
。
異
分
野
企
業

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
と
連
携
し
た
福
島
緊
急
時
電

軸
と
し
た
新
産
業
の
創
出
、
一
源
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
F
E
P

関
連
産
業
の
集
積
・
育
成
を
一

p
)と
し
て
¥
二
十
五
年
度
か

推
進
す
る
県
と
県
産
業
振
興
一
ら
の
事
業
展
開
を
目
指
し
て

セ
ン
タ
ー
が
主
催
。
百
五
十
一
い
る
。

菊
池
電
設
工
業
が
出
展

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ェ
ア

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
フ
ェ
ア
が
十
一
月
七
、

菊
池
電
設
工
業
の
ブ
l
ス

に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
る
一
五
十
嵐
敦
教
授
が
震
災
後
に

東
北
地
方
整
備
局
と
の
電
一
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

気
・
通
信
施
設
の
災
害
応
急
一
策
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
な
一
最
後
に
、
雇
用
改
善
推
進

ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

一
の
誓
い
と
し
て
「
建
設
産
業

北
藤
電
設
ら
表
彰
一
へ
の
若
年
労
働
者
の
入
職
促

一
進
・
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、

県
建
設
雇
用
一
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
福
島

改
善
推
進
大
会
一
第
一
原
発
事
故
の
影
響
に
よ

平
成
二
十
四
年
度
県
建
設
一
り
、
解
雇
や
離
職
を
余
儀
な

雇
用
改
善
推
進
大
会
が
十
一
く
さ
れ
た
方
々
の
雇
用
機
会

一
月
九
日
、
福
島
市
の
ウ
ェ
一
の
確
保
に
努
め
る
」
ー
な
ど

デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
で
開
か
一
四
項
目
を
宣
言
し
た
。

れ
、
雇
用
改
善
や
勤
労
者
遺
一
峯
口
さ
ん
ら
に

職
金
共
済
機
構
に
関
し
て
功
一

績
の
あ
っ
た
北
藤
電
設
(
佐
一
優
秀
施
工
者
顕
彰
式

藤
春
雄
社
長
)
ら
十
社
を
表
一
県
と
県
建
設
産
業
団
体
連

彰
し
た
H
写
真
。

一
合
会
は
十
月
三
十
日
、
福
島

福
島
労
働
局
と
県
、
県
建
一
市
の
杉
妻
会
館
で
優
秀
施
工

設
業
協
会
の
主
催
。
河
合
智
一
者
顕
彰
式
を
行
い
、
峯
口
正

則
福
島
労
働
局
長
の
あ
い
さ
一
さ
ん
(
常
盤
電
設
産
業
)
ろ
建

つ
、
事
例
発
表
に
続
き
、
福
島
一設
現
場
の
模
範
と
な
る
十
一

大
学
キ
ャ
リ
ア
研
究
部
門
の
一
人
を
表
彰
し
た
。

一
顕
彰
式
に
は
受
賞
者
、
県

一建
産
連
加
盟
団
体
の
代
表
ら

一
が
出
席
。
佐
藤
知
事
が
知
事

一
感
謝
状
、
小
野
利
慶
県
建
設

一産
業
団
体
連
合
会
長
が
顕
彰

状
を
手
渡
し
た
。
佐
藤
知
事

は
受
賞
者
を
た
た
え
、
今
後

の
復
旧
・
復
興
に
対
す
る
建

設
産
業
の
活
躍
に
期
待
を
示

し
た
。

一般社団法人移行登記
第 3回正副会長会・第4回総務委員会合同
会議(協会〉
第 5回技術・安全委員会(協会〉
要望(鏡石町〉 …・・・ 永井郡山支部長
第 2回広報委員会(協会〉

[10月1
1日伺)
2日伏)

4日同
10日附
30日伏)

第 5回総務委員会(協会〉
第 6回技術・安全委員会(協会〉
Master制度勉強会(郡山市安積総合学習
センター〉
県公共建築物復旧・復興技術講習会(郡山
市安積総合学習センター〉
第 2回監事会(協会〉
第 3回理事会(協会)
第 3回広報委員会(協会〉

[ 11月1
5日開)

12日伺)

14日付。

27日伏)

電気技術綜合コンサルタントグ
自家用電気施設のことは、お気軽に、ご相談下さい。

⑮過言i気管理技術者協会
箇会本部/仙台市青葉区花京院二丁目1-11プレシーザ仙台ピル TEL(022)261-6015

福 島県支部/いわき市平赤井比良3-20 含 (0246)21・5516

福島電気管理センター/伊達郡国見町藤田字日渡ニー1 n(024)585-2572 

郡山電気管理センター/田村郡三春町大字平沢字高戸屋32-1 n(0247)62-6490 

会津電気管理センタ一/喜多方市復川町会知字八幡町3050-1 n(0241)27 -7664 

格双電気管理センター/南相馬市原町区仲町一丁目157 n(0244)22-2817 

白河篭気管理センター/石川郡浅川町大字浅川字本町113 n(0247)36-3712 

いわき電気管理センター/いわき市平泉崎字南集25-3 n(0246)34-5551 

(~込 電気設備の総合メンテナンスは当協会に/

、該 当協会は、自家用電気設備の保安管理業務のほか、
r-ピ点、- 変圧器、リレー等の誌験や非常用予備発電装置の
~A_;r 点検、省エネの調査分析など幅広く行っておりま
V-J! す.何なりとお気軽にご利用下さい。

マゐ一般古4レ高信仰虫t~ムl:st)財団法人*.-IL弔ヌL木女t励玄

福島事業本部福島市矢剣l田T1-22 8 (024) 526-1311 
福島事業所福島市矢剣田T1-22 8 (024) 526-2111 
原町事業所南相潟市原町区上渋佐字原因432-1 8 (0244) 22-3568 
郡山事業所郡山市富田町稲川原1 8(024)932-6054 
白河事業所白河市東三坂山2-47 8 (0248) 22-6066 
いわき事業所いわき市好関町上好問字洞42-1 8 (0246) 36-1177 
若松事業所会津若松市町北町大字上荒久田字村北147 8 (0242) 32-3350 
田島事業所南会津郡南会津町田島字南下原66-1 8(0241)62-4847 

l足跡iij向調四百扇形
しEDIロロレディオツクほロアイランフ

LEDアイランプ
160W反射形セルフパラスト水銀ランプと
同等の明るさの屋内外用18Wo軽量しEDランプ

省惨岩崎電気株式会社直玉1干963-8附郡山市町東3-103

団墾里JTEl. 024 (961) 2292(代)

一賛助会員募集-
(一社〉福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供す

る乙とで新しいニーズを掘り起乙しますO

【賛助会員の特典]
.機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

.名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

東芝電材マーケティング翠
東北電材社

T E L (024) 553-4165 

T E L (024) 934-3065 

T E L (0246) 75-0700 

電設資材全般卸

地域と共に歩む

福島支腐

福島営業所

郡山営業所

いわき営業所

電線・配線器具・照明器具・開閉器・配電機器

電線管及び付属品・電線資材一式卸

干弓立R宅居全国企企止→&ぷ誌もL
~ロP E=ßI門侭エは~-~.l..

仙台市宮城野区日の出町2丁目2-13
TEL (022)783-8181 

・福島営業所/福島市瀬上町字桜町3-12-3 H (024) 553-8551(:的
・福島西営業所/福島市大森字街道下57-1 H (024) 544-622附
・郡山営業所/郡山市大槻町下町東52 H (024) 961-6667(1的
・郡山南営業所/郡山市大槻町下町東52 H (024) 961-6667(1的
・白河営業所/西白河郡商郷村大字米字中山前84-10 H (0248) 21-1971問
・原町営業所/南相馬市原町区北原字本屋敷153 H (0244) 23-6106(的
・相馬営業所/相馬市椎木字北原104-1 H (0244) 35-6350::の
・いわき営業所/いわき市鹿島町御代字大一回1-1 H (0246) 76-1055(ro 
・平営業所/いわき市平塩字出口4~ト5 H (0246) 35-6481刊



遅
々
と
し
て
進
ん
で
お
り
ま

一中
に
脅
威
を
与
え
た
福
島
第

一か
ろ
多
く
の
近
隣
市
町
村
住

一
せ
ん
。
発
注

の

遅

れ

、

入

手

二

原

子

力

発

電

所

の

事

故

の

一民
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

一

不

足

が

原

因

と

思

わ

れ

ま

一

影

響

に

よ

り

、

再

生

可

能

エ

一
客
の
一
人
は
骨
董
品
目
当

一す
。
わ

れ

わ

れ

電

気

業

界

は

一

ネ

ル

ギ

ー

が

今

ま

で

以

上

に

一て
に
毎
回
来
て
い
て
、
「
た
「
九
死
に
一
生
を
得
る
」

日

一

受

注

体

制

を

整

え

て

待

っ

て

一

注

目

さ

れ

¥

急

速

に

普

及

さ

一

矢

吹

町

に

お

い

て

毎

月

第

一ま
に
掘
り
出
し
物
が
あ
る
の
一
と
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す

叩
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
お
り
ま
す
。
復
興
に
向
け
て
、
世
界
全
体
で
使
用
し
て
い

一れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

一三
日
曜
日
、
朝
八
時
か
ら
花
一
で
軽
ト
ラ
市
が
待
ち
遠
し

一が
、
私
に
と
っ
て
今
回
が
ま

f
一
お
寒
く
な
り
ま
し
た
ね
」
「
そ

一会
員
一
同
全
力
を
尽
く
し
て

一る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
九
割
は

一す
。
一
火
の
合
図
と
共
に
「
奥
州
街
一
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

一さ
に
そ
う
で
し
た
。

ー
一
う
で
す
ね
。
吾
妻
の
峰
々
も

一ま
い
り
た
い
所
存
で
す
。

一
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
、

一

県
中
地
区
で
も
官
庁
・
民
一
道
軽
ト
ラ
市
」
が
開
催
さ
れ
一
し
た
。
実
り
の
秋
に
ふ
さ
わ

一

五
月
の
連
休
に
目
に
出
血

μ
一
白
く
な
り
、
本
格
的
な
冬
で
一
去
る
十

一
月
十
日
、
本
協
一

L
Pガ
ス
と
い
っ
た
化
石
燃

一間
施
設
に
お
い
て
、
主
に
太
一ま
す
。
平
成
二
十
年
か
ら
町

一し
く
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、

一が
見
ら
れ
、
眼
科
に
行
く
も

れ
一
す
ね
」

・:
。
そ
ん
な
あ
い
さ
一
会
会
員
で
あ
る
側
須
南
電
設
一
料
で
、
そ
れ
ら
の
資
源
埋
蔵

一陽
光
発
電

・
蓄
電
設
備

・
省
一
内
本
町
通
り
の
旧
奥
州
街
道

一季
節
の
花
々
な
ど
を
買
い
求
一休
み
で
し
た
。
た
ま
た
ま
当

平
一
つ
が
交
わ
さ
れ
る
季
節
に
な

一の
会
長
・
粛
藤
幹
夫
氏
が
一
量
に
は
限
り
が
あ
り
、
あ
と

一エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
導
入
一
三
百
五
十
M
を
全
面
交
通
止
一
め
る
客
で
引
っ
切
り
無
し
で

一番
医
で
循
環
器
の
医
院
が
開

一
り
ま
し
た
。

一八
十
一
歳
に
て
亡
く
な
ら
れ
一
百
年
も
す
る
と
枯
渇
す
る
と

一検
討
を
さ
れ
て
い
る
と
乙
ろ
一
め
に
し
て
開
い
て
お
り
、
四

一す。

一い
て
お
り
、
家
族
の
強
い
勧

一

本
協
会
に
お
い
て
は
十
月

一ま
し
た
。
本
協
会
に
多
大
な
一
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。

一月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
九
カ

一

地
元
の
電
気
工
事
屈
も
住
一
め
も
あ
り
、
仕
方
な
し
に
先

一
を
も
っ
て
、
社
団
法
人
か
ら
一
る
功
績
を
残
さ
れ
た
幹
夫
一
ま
た
、
わ
が
国
で
は
資
源
一
そ
乙
で
、
私
た
ち
支
部
会

一月
間
、
昼
十
二
時
ま
で
開
催
一宅
用
火
災
警
報
器
や
電
化
製
一
生
に
見
て
い
た
だ
い
た
結

一
一
般
社
団
法
人
と
し
て
再
ス
一
様
。
静
か
な
口
調
で
話
を
さ
一
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
か
ち
の
一
員
は
技
術
者
集
団
と
し
て
、

一し
て
い
ま
す
。

一
品
の
販
売
と
と
も
に
、
電
気
一
果
、
先
生
の
口
か
ら
思
い
も

一タ
l
ト
し
ま
し
た
。
事
務
手
一
れ
て
い
た
印
象
が
思
い
出
さ
一
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
乙
と
か
一
地
域
社
会
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー一

当
初
は
出
展
す
る
軽
ト
ラ
一
全
般
の
因
り
ご
と
相
談
所
を
一
よ
ら
ず
「
大
動
脈
弁
閉
鎖
不

一
続
き
を
さ
れ
て
き
た
事
務
局
一
れ
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
一
色
¥
そ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
一
環
境
構
築
の
一
翼
を
担
わ
な

一も
十
六
台
と
少
な
く
¥
地
元
一
設
け
、
お
客
様
よ
り
大
変
好
一
全
症
で
、
す
ぐ
に
手
術
を
し

一
の
皆
様
、
一
年
に
わ
た
る
土
一
致
し
ま
す
。

一問
題
に
対
し
て
は
、
以
前
よ
一
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

一の
商
居
や
主
婦
、
農
家
が
ほ
一
評
を
得
て
い
ま
す
。
「地
域

一た
方
が
い
い
。
来
年
ま
で
待

問
一

曜
日
曜
の
出
勤
、
毎
日
の
残
一
最
後
に
、
会
員
の
皆
様
、
万
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

一
ま
た
、
そ
れ
が
福
島
復
興
一と
ん
ど
で
し
た
。
回
を
重
ね

一貢
献
」
度
は
素
晴
ら
し
く
、
ぞ
な
い
状
態
で
す
」
と
聞
か

.
一
世
末
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

一寒
い
季
節
で
す
が
、
風
邪
な

一(
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、

一に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
一
る
ご
と
に
徐
々
に
郡
山
市
や

一今
後
も
継
続
し
て
出
展
し
て

一さ
れ
、
一
瞬
頭
の
中
が
真
つ

一た
。

一ど
引
か
ず
頑
張
っ
て
ま
い
り

一バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
)
の
開
発

一で
し
ょ
う
か
。
(
太
陽
電
設
一
須
賀
川
市
、
浜
通
り
や
県
内
一
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
私
も

一白
に
な
り
ま
し
た
。

'r
一

原
発
事
故
か
ら
二
年
弱
が

一ま
し
ょ
う
。
(
伺
渡
濯
電
業
・一
と
普
及
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
一
側

・
三
瓶
良
幸
)
一
各
地
域
か
ら
と
増
え
、
今
で
一
客
の
一
人
で
あ
り
ま
す
。(
側
一
協
会

・
支
部
活
動
に
支
障

事

一
経
過
し
ま
し
た
が
、
除
染
は
一
渡
渥
貞
男
)

一す
が
、
福
島
県
で
は
、
世
界

一

一
は
四
十
五
台
を
超
え
、
早
朝
一
浅
川
電
設

・
浅
川
誠
吾
)

一を
来
す
の
で
は
な
ど
頭
の
中

一

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
園
周

aMER闘
叫

E・
思
蝿
睡

E.‘
睡

EE圃彊
EEE--EBEBEE---EE--EBBEE---EEE--回

一を
巡
り
ま
し
た
。
早
速
、
支

一

----E・E・------E
・E・-E圃
Eu--E園
E

・E・-田町
----E

・E・
-
-
E
E
-
-
-
E

・E・-
園

田

一部
長
に
相
談
し
た
と
こ
ろ

凡又

一
1
1
1
1
1
J
1
1

一
生
き
れ
ば
よ
い
か
」
を
自
問

一

一

い
ご
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

一

一

れ
ま
す
。
白
鳥
が
湖
面
を
賑
一「
大
丈
夫
、
支
部
や
本
部
の

一

U
和
国
関
L

一自
答
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一

相

双

庁

肺

一

た

。

一
区

岡

空

陸

一わ
し
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
地
域
一
広
報
委
員
会
活
動
等
は
支
部

:

一

今

を

精

一

杯

一

取

ぷ

郎

官

持

肝

一

行

き

は

よ

い

よ

い

一の

司

計

肘

計

時

抗

一

冬

便

り
一
昨

日

持

ド

諒

昨

日

五

時

品

目

刊

日

開

け

を
一

生

き

る

こ

と

一

一
帯

り

は

こ

わ

い

一

本

a

y

v

一

一

一

建

一

一
活
動
な
ど
を
通
し
て
一
つ
だ

一
j

一ば
る
勿
来
の
地
ま
て
、
高
速
一
当
社
は
猪
苗
代
町
内
よ
り
一
賑
わ
い
を
醸
し
出
し
て
く
れ

一て
入
院
し
て
下
さ
い
」
と
の

一

先
般
の
弊
社
会
長
の
葬
一
け
分
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は

一

先
月
、
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ

一を
使
い
な
が
ち
片
道
二
時
間
一
二
五
号
線
を
福
島
市
側
ヘ
一
ま
す
。風
光
明
娼
な
磐
梯
山
・一
心
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
、

一
儀
・
告
別
式
に
お
き
ま
し
て
プ
今
を
精
一
杯
生
き
る
グ
と

一の
大
王
製
紙
エ
リ
エ

l
ル
レ

一半
か
け
て
観
戦
に
出
掛
け
ま
一
十
五
J
ほ
ど
の
雪
深
い
地
域

一猪
苗
代
湖

・
裏
磐
梯
、
世
界

一去
る
八
月
十
七
日
に
入
院
し

一
は
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
一
い
う
と
と
で
し
た
。

一デ
ィ
ス
オ
ー
プ
ン
が
、
い
わ

一し
た
。
華
や
か
な
女
子
プ
ロ

一に
あ
り
ま
す
。
冬
将
軍
の
厳

一の
偉
人

・
野
口
英
世
の
生
家
一手
術
を
受
け
、
九
月
十
八
日

一
厚
情
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

一
今
後
も
地
域
と
業
界
の
発
一
き
市
勿
来
町
の
五
浦
庭
園
カ
一
た
ち
の
熱
戦
に
満
足
し
ま
し

一し
さ
が
身
に
染
み
付
い
て
お

一等
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。
雪
の
一
に
無
事
退
院
で
き
ま
し
た
。

一
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
深
甚

一
展
を
願
い
、
少
し
で
も
お
役

一ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
一
た
が
、
ま
た
二
時
間
半
か
け

一り
、
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て

一積
も
っ
た
山
野
は
自
然
の
冷
一
本
部

・
支
部
会
員
各
位
に

一
な
る
感
謝
を
致
し
て
お
り
ま
一
に
立
て
る
よ
う
精
一
杯
努
力
一れ
ま
し
た
。

一て
帰
ち
な
く
て
は
な
り
ま
せ
一
は
憂
う
つ
な
気
分
に
な
る
こ

一蔵
庫
と
な
り
、
農
耕
へ
の
貴
一
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

一す
。

一
し
、
生
き
て
ま
い
る
所
存
で

一

本
来
、
愛
媛
県
松
山
市
で

一ん
。

一
と
が
多
い
で
す
。

一重
な
水
資
源
と
な
っ
て
会
津
一
げ
ま
す
。
ま
だ
少
し
の
問
、

一

さ
て
先
の
東
日
本
大
震
災

一す
。
今
後
と
も
何
卒
ご
指
導

一毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
大
会

一

朝
は
楽
し
み
で
元
気
い
っ
一
毎
朝
の
除
雪
、
寒
い
屋
外
一
平
野
を
潤
し
ま
す
。

一養
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

一
は
、
今
ま
で
多
く
の
先
人
た
一
の
ほ
ど
¥
よ
ろ
し
く
お
願
い

一で
、
今
年
も
松
山
市
で
の
開

一ぱ
い
だ
っ
た
の
で
す
が
ゴ
ル

一で
の
仕
事
、
冬
場
の
仕
事
の

一
厳
し
さ
を
愚
痴
る
こ
と
も

一ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す

一
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
故
郷
一
申
し
上
げ
ま
す
。
(
岩
電
機

一催
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
す

一フ
場
を
歩
き
回
り
、
帰
り

一確
保
な
ど
「
雪
」
へ
の
苦
労
・
一
あ
り
ま
す
が
、
春
の
日
差
し
一
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

?
一
を

一変
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
一
工
事
側
・
蛭
田
淳
)

一
が
、
被
災
地
の
復
興
を
目
的
一
の
車
中
は
眠
気
と
の
戦
い
一
不
安
が
ス
ト
レ
ス
と
な
り
積
一
の
暖
か
さ
を
心
待
ち
に
し
て
一
げ
ま
す
。
な
お
会
員
の
皆
様

子
」一
た
。
自

に

見

え

な

い

放

射

能

一

と

し

て

大

王

製

紙

の

工

場

も

一で
し
た
。
「
行
き
は
よ
い
よ
一
み
重
な
り
ま
す
。
大
昔
よ
り
一
冬
将
軍
と
生
き
て
い
こ
う
と
一
に
は
、
体
の
調
子
が
少
し
で

竹
一
の

恐

怖

と

先

の

見

え

な

い

復

一

あ

る

い

わ

き

市

に

変
更
と
な

一い
、
帰
り
は
乙
わ
い
(
疲
れ

一耐
え
忍
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
一
思
う
昨
今
で
す
。
風
評
被
害
一
も
悪
い
時
は
、
ち
ゅ
う
ち
ょ

第
一
興

の

道

程

は

、

私

た

ち

の

生

一

り

ま

し

た

。

一る)」
o
南
相
馬
か
ら
、
い
わ

一と
、
会
津
人
は
頑
固
で
口
数

一が
い
つ
ま
で
続
く
か
分
か
り
一
せ
ず
病
院
に
行
っ
て
見
て
い

一
き

方

さ

え

も

変

え

て

し

ま

う

一

い

ろ

い

ろ

な

企

業

や

団

体

一き
ま
で
は
も
っ
と
近
か
っ
た

一が
少
な
く
我
慢
強
い
と
一
一
一
一
口
わ

一ま
せ
ん
が
、
以
前
の
古
里
に

一た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

一
出
来
事
で
し
た
。

一

が

、

さ

ま

ざ

ま

な

形

で

被

災

一の
に
な
あ
。
(
旭
電
気
工
事

一れ
る
の
も
理
解
で
き
ま
す
。
一
一
日
も
早
く
戻
る
こ
と
を
祈

一す
。
私
ご
と
で
誠
に
申
し
訳

一

震

災

後

、

私

は

「

ど

う

行

一

地

を

応

援

し

て

く

れ

て

い

一側
・
渡
部
昌
彦
)
で
も
、
一
歩
奥
へ
入
る
と

一ち
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
(
側
一あ
り
ま
せ
ん
。
(
広
報
委
員
、

一

動

す

れ

ば

よ

い

か

」

「

ど

う

一

る

。
忘

れ

去

ろ

れ

て

は

い

な

「

雪

」
の
恩
恵
に
気
付
か
さ

一森
口
電
気
商
会
・
森
口
和
広
)
一同
千
葉
電
機
商
会
・千
葉
衛
)

( 4 ) 

復
興
に
向
け
て

会
員

一
同
全
力

郡

幽

支

部

原
子
力
エ
ネ
×

再
生
可
能
エ
ネ
O

矢
吹
の
軽
ト
ラ
市

阪ちょっと一服!豆知識

「再生可能エネルギー OJ
再生可能エネルギーは、法律で「エネルギー源とし

て永続的に利用することができると認められるもの」
として、 ①太陽光②風力③水力④地熱⑤太陽熱⑥大気
中の熱その他の自然界に存する熱⑦バイオマスーが規
定されています。

日本は、エネルギー供給の8割以上を化石燃料(石油・
石炭 ・天然ガスなど)が占めており、資源が枯渇せず
繰り返し使え、環境への負荷が少ない再生可能エネル
ギーの導入が積極的に進められています。
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株式会社山形電機製作所

本 社/〒990-2211 山形市十文字1318-5

TEL.023-686-4316約 FAX.023-685-1011

北海道千議工11/〒066・0051 千歳 市 泉 沢 1007-72

TEL.0123-28-3377 FAX.0123-28-3379 

支 庖/東京支庖・東北支庖・札幌支活

営 業 所/山形営業所・秋田営業所・岩手営業所・福島営業所

0ブレー力探査

Oケーブル探査

O埋設線探査

0漏電点探査(死線)

O回路電圧表示
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古川電気工業株式会社
郡山支庖

長 小野寺 優

福島県郡山市若葉町11・23 ~ (024) 934-0859 
FAJ( (024) 934-0861 

本 社/仙台市宮城野区扇町2・1-10
仙台 工場/仙台市宮城野区扇町2・1・10
支店・営業所/仙台・東京 ・横浜 ・川崎・盛岡 ・札幌

配 電盤
制御システムメーカー

庖支

命 日本信号株式会社東北支庖
一干 980-6122宮城県仙台市青葉区中央1-3-1AERピル

TEL (022)261-8371 FAX (022)225-4627 

地中埋設物探索レーダ

LED蛍光灯

駐車場機器

構・a
交通・鉄道信号/駅務機器

郡山営業所 1I所長 白取隆 Chlllle時 e&C聞回附

刊 63-8851郡山市開成5-18-20 γ口¥Nん
マイシティ開成1F 

TEL024-933-3299 fax024-934-5178 
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